＜　第８回　ＪＩＴ （ Just In Time ）　＞
1 定義

意味はかんばん方式と同意。トヨタ自動車が１９７０年代半ばに確率した生産方式。組立作業の流れに合わせて必要な時に必要な量だけ部品を購入・供給し、在庫・コストの抑制１を目指すもの。
· １

在庫・コストの存在は・・・過剰在庫が経営を圧迫する

在庫は、キャッシュが一時的に転化したもの。

→在庫の増加＝キャッシュの固定化

→キャッシュフローの改善（使える流動的なお金を増やす）＝在庫を減らすのが効果的

→キャッシュフロー経営の実現手段としてのＪＩＴが注目される

2 特徴
１、サプライチェーンの中で、情報技術の活用（→サプライチェーンマネージメント２に貢献）

２、販売情報・生産情報から適時適材の調達を実現

３、在庫などコストマネージメントに貢献

※　２
市場の激しい変化に対応するために、サプライチェーン（製品を生産し、消費者に届けるまでの企業のつながり）を全体で最適化するための経営手法・・・・＞詳細は第１２回に。

3 発表項目について

生産から販売へという流れの中で、企業がいかに効率性を高めていくかという課題を生産性という切り口から捉えてみます。第一は、ＪＩＴがどのような背景をもって成立したのか、その波及と限界にも考察します。第二は、ＪＩＴの仕組みが具体的にどのようになっているのか、その功罪とともに発表します。第三は、今後の展望に絡め新しいＪＩＴ、様々な生産システムに見られるＪＩＴをみていきます。
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